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着氷 性の 雨 と雨 氷現 象 の 発 生 域 の 推定
　 　 一2004 年 2 月 22 〜 23 日、北海 道 ・岩 見沢 の 事 例 一
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1．目的

　着氷性 の 雨 と雨氷 現 象の 発生 域 の 推定を行 うこ

とを 目的 とした L 本 稿で は 2004 年 2月 22 〜 23 日

に北海道で 起きた事 例
1’
に っ い て 報 告する 。

2．解析資料

　解析 に は メソ客観 解析 デー タ（気 象庁 ）、数 値 地

図標高デ ー
タ（国土地理 院）を用 い た

子 が融 解 して 雨 滴 とな り、　鰭 驟鷄 r；詮珂 踊
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こ の 雨 滴が 地 L 付 近 の 寒
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気層 で 過 冷却 状態 とな り
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生じる、これ に 雨 氷 の 発 達 一響 一野5 う

＿里一．

条件を加 え た・以 下 の 4条
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に 、上 空 暖 気 層 で 降雪 粒
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件を検討した （図 1＞t
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　  降雪粒 子 げ）融解条件

　  雨滴 の 凍 結条 件

　  地 上 付近 の 気 象 条件

　  雨 氷 の 発 達条 件
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4．着氷性 の 雨 の 発生判断 （条件  〜  ）

　 気 温 ＞ 0 ℃ を暖 気層 、気 温 く 0 ℃ を寒 気層と定

義 して 、各層 の 平 均 気 温 T 、平均 相 対湿 度 RH 、

厚 さ D を 指標 として 、降雪粒 子 や 雨滴 （球 形 を 仮

定）と大気との 間 の 熱収 支計算
21 〔／t）
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こ こ で 、ρ ：降 雪粒 子 や 雨滴 の 密 度 、r ：それ らの

半径 、Lm とL．s ：融 解 と昇 華 の 潜 熱 、　kc
、

：大 気 の 熱

の 伝導係 数 、ノ｝， とfi：熱と水 蒸気 の 通 風 係 数 、

D
、

；水 蒸気 の 拡散係 数 、△T ：降雪 粒 子 や 雨 滴と

大気の 温 度差 、△ρ、
：水蒸気 密度 の 差［．

　 1式か ら求 まる降雪 粒子 の 融 解 時 間 に基 づ い て 、

暖 気層に お ける降雪粒子 の 融解条件を判断した一

同様 に 雨 滴 の 凍 結 時 間 （初期 凍結 率を 考慮
L

め に

基づ い て 寒 気 層 にお ける雨 滴 の 凍 結条件を判 断

した。こ び）とき降雪粒 子 や 雨 滴の 質 量 変化 は考慮

しな い ．相当水滴半径は 1nmlとした、（条件  、  ）

　 着氷性 の 雨 は 、暖 気 層 で完 全融 解し、寒気 層で

完全凍結 しな い 場 合と判断した 、さら に 地 上 で の

露点 気温 0℃ 以下 の 条件を加えた
．’1「

．（条件  ）

5 ．雨氷 の 発 達判 断 （条件   ）

　着氷 性 の 雨 と判断 され た場 合 の 雨 氷 の 発 達判

断は 、雨氷 表面 の 熱収 支計算
中 1 ／

に 基 づ い た、こ

の 方法で は 、木 の 枝などの 円柱上 に 雨氷 が 発達 し、

そ の 表 面が未 凍結 の 水膜 に 覆われ て い ると仮定し

た熱 収 支 計算 を行 う 雨 氷表 面に お ける顕 熱フ ラ

ッ ク ス Qs、潜熱 フ ラ ッ クス   、雨 氷 表面 の 水膜 が

凍 結す るの に 要す る熱 量 e
，
は 次式 で 表される、
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＝一
肋
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△T 　　　　　　　　2 式

　　　　　Q ，
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nL ．　h、△ ρ，　　　　　　 3 式

　　　　　Q1 ＝ LtW 　　　　　　　　　4 式

こ こ で 、 △7
「

： 大気 と雨 氷 表面 の 温 度 差 （雨氷 表面

温 度 は OC ）、△ρ、
：水 蒸気密度 の 差 、　Lc，：水 の 蒸

発 潜熱 、Lf ：水 の 凍結潜熱、大 気 の 熱 交換 係数

h，t と水蒸気 交換係 数 hiは 、風 速 V と対 象物 の 半

径 D に応 じて 求 め られる
4’
．．w は 降 水 フ ラ ッ クス で

降水量 P と風速 V か ら得られ る
11q
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　Q、と（2，
の 合計値 （負 の 値）の 絶対値が 、e ，

より

大きい 場 合 、雨氷 発 達 と判 断 した e （条件   ）

6．着氷性の 雨と雨氷現象の 発生域の 推定結果

　図 2は 、2004 年 2月 22 日 21JST 、23 日03JST
の 着氷性の 雨と雨 氷 の 発生域の 推定結果 で あ る，

石 狩
’F野 に 着 目す ると北 部 で 着氷 性 の 雨が推 定

され 、岩 見 沢周辺 で は 美唄 まで の 地 城で 雨氷 が発

達傾 向にあると判 断 される ．本 稿は 1事 例 の み の

解 析 結果 だ が 、今 後 は着 氷性 の 雨と雨 氷 現 象 の

発 生判 別の 事 例を積み 重ねる こ とで 検証 して い くL

　 　 図 2 着 氷 性 の 雨 ，雨 氷 の 発 生 域 の 推 定 結 果

　 　 　 　 　 　 　 陰影は 慓高分 布
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